
平成22年度市民参加手続評価シート 平成23年7月14日現在

政策・施策・事業名

（概要、実施時期・期間）

（第5条該当項目）

（第5条第1項第1号）

（第5条第1項第1号）

（第5条第1項第1号）

（第5条第1項第8号）

評価（ＡＢＣ）

評価コメント

H21・23年度実施状況

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

審
議
会
等

市
民
説
明
会

そ
の
他

総
合

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

審
議
会
等

市
民
説
明
会

そ
の
他

実
施
時
期

周
知
P
R

参
加
人
員

実
施
費
用

反
映
・
効
果

企
画
財
政
部

政策調整課
（総合計画課の
業務を引継）

次期総合計画の策定

22.4
１回

・第５次総合計画を推進するため
に実施する事業を定める第1期推
進計画の策定

・２３年度から施行

北広島市地域公共交通総合連携
計画の策定

23.2

22.7
～

23.3
7回

担当部局・課

市民参加方法

22.3
市民

ﾌｫｰﾗﾑ
○

21.11
22.5

意見交換
○

・第５次（2011～2020）北広島市総
合計画策定

・２３年度から施行

平成23～25年度推進計画
（素案）について

22.12
Ｃ

　今年度は、答申書提出のための審議会を1回開催しただけ
であり、手続きは適切であった。

22.3

○

21.7
～

22.3
29回
分科
会含
む
○

21.11
5回
○

A A A A A A

A Ｂ A A A

　パブコメの実施時期が、担当課の自己評価にあるように予
算のパブコメと重なったことから、実施時期はＣと評価した。
　推進計画のパブコメは、予算のパブコメの前に実施できる
よう計画的に事業を推進すること。
　総合評価は、その他の項目の実施状況を総合的に判断し
Ａとした。

23.12
◎

23.5
◎

・北広島市における地域交通の課
題を整理し、市民が利用しやすい
交通体系の策定

・22年度から３年の計画期間

北広島市学校跡施設利活用計画
の策定

22.5
～

23.3
10回

A A

　周知ＰＲについてＡと評価したが、パブコメの期間が10日間
と短い。今後はより市民が参加しやすいように30日以上実施
するように努めること。

22.12

業務
委託
10.7
～

3.18 A A A A

23.10
意見交換

○

・北広島団地内の小学校統合に
伴い校舎、土地及びその他の跡
施設の利活用計画の策定

・23年度中に策定

※ 本年度の政策・施策・事業項目と同じものは○印、
別のものは◎印

A

　学校跡施設利活用という市民に身近な問題であることか
ら、早い段階でワークショップを開催するなど市民の声を取
り入れて、それを審議会に反映させる方法もあった。
　23年度に予定している意見交換会やパブコメ以外にも、幅
広く地域の人たちの意見を聞くことを期待したい。

23.12
○

A A A A A

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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平成22年度市民参加手続評価シート 平成23年7月14日現在

政策・施策・事業名

（概要、実施時期・期間）

（第5条該当項目）

評価（ＡＢＣ）

評価コメント

H21・23年度実施状況

パ
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市
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明
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

審
議
会
等

市
民
説
明
会

そ
の
他

実
施
時
期

周
知
P
R

参
加
人
員

実
施
費
用
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ケ
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ア
ン
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調
査

ワ
ー
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シ
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ッ
プ

（第5条第1項第1号）

（第5条第1項第1号）

22.12 22.5
～

22.11
3回行政推進課

（市民生活課の
業務を引継）

・第２次（2011～2020）きたひろし
ま男女共同参画プランの策定

・２３年度から施行

財政課

当初予算の作成

22.12

Ａ Ｂ Ａ

　参加人員については、広報で2ページを使い意見を募集し
たにも関わらず、1人しか意見が出ていないことから、評価は
Ｂとした。
　それに伴い、1人の意見では反映・効果が乏しいことか
ら、、同じくＢと評価した。
　委員の構成が男性2人女性７人という構成比率は、男女共
同参画の観点から望ましいとは思われない。
　総合評価は、市民参加の周知方法などを勘案しＡと評価し
た。

23.5
◎

21.10
◎

Ａ Ａ Ｂ

21.8～
23.1
5回
○

21.4
21.7
◎

第２次きたひろしま男女共同参画
プランの策定

・平成２３年度予算
Ａ Ａ Ａ

　周知ＰＲについてＡと評価したが、パブコメの期間が24日間
とやや短い。今後はより市民が参加しやすいように30日以上
実施するように努めること。

21.12
◎

23.12
◎

Ａ Ａ Ａ

※ 本年度の政策・施策・事業項目と同じものは○印、
別のものは◎印

22.1
◎

23.5
◎

10回
◎

23.7
◎

都市計画課
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平成22年度市民参加手続評価シート 平成23年7月14日現在

政策・施策・事業名

（概要、実施時期・期間）

（第5条該当項目）

評価（ＡＢＣ）

評価コメント
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（第5条第1項第8号）

（第5条第1項第1号）

（第5条第1項第1号）

（第5条第1項第7号）

総
務
部

情報推進課

市の広報活動に関するアンケート
調査

・広報活動の基礎資料とするため
のアンケート調査の実施

Ａ Ａ Ａ Ａ

　アンケートの調査対象が20歳以上であるが、広報は市民
参加を促進するもっとも基本的なメディアであることから、20
歳未満の意見も取り入れる手法を検討すること。

22.12
Ａ Ａ

21.8

◎

　専門的な要素が強いとしても、パブコメに対する意見が1件
もないことから、参加人員はＢと評価した。
　周知ＰＲについては、市民生活に直結する防災計画という
性格上、町内会回覧などの手法も取り入れるべきと判断し、
Ｂと評価した。
　審議会についても、専門家以外の市民公募委員を入れる
など、市民の声を聞くという市民参加の手法を取り入れるこ
とも検討すること。
　総合的に、市民参加手続きとしては改善なり工夫が必要で
あり、Ｂと評価した。

21.11

◎

・北海道地域防災計画との整合
性を図り、関係法令及ぶ関係機関
組織等の改正を反映した最新の
内容に改訂

・２３年度から施行

市
民
環
境
部

環境課

第２次環境基本計画

23.1

22.7
～

23.3
６回

Ｂ ＢＡ Ｂ Ｂ Ａ危機管理課

地域防災計画及び水防計画の改
訂

23.1
23.2
１回

・第２次環境基本計画の策定

・２３年度から施行

廃棄物対策課

生ごみの分別収集

Ａ Ａ Ａ

　全体的にスケジュールが窮屈になった感があるが、総合的
には複数の市民参加手続きを取っておりＡと評価した。

22.6
22.8

Ｂ Ａ Ａ

23.5
◎

21. 8
◎

21.11
○

生ごみの分別収集実施に伴う市
民説明会

・23年度から施行

市民課

Ａ Ａ Ａ

　市民生活に直結する問題なので、説明会、アンケートだけ
ではなく、より広く市民の声を反映させるため、早い時期に
パブリックコメントを実施する方法もあった。

23.12
◎

22.10
～

22.11
67回

22.7 Ａ Ａ Ａ

2回
◎

23.5
◎

※ 本年度の政策・施策・事業項目と同じものは○印、
別のものは◎印

21.12
◎

23.9
◎
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平成22年度市民参加手続評価シート 平成23年7月14日現在
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（第5条第1項第13号）

（第5条第1項第13号）

（第5条第1項第13号）

保
健
福
祉
部

福祉課

（仮称）北広島福祉ショップの開設
について

22.10

23.5
ａ◎

23.5
ｂ◎

23.6
ａ◎

23.6
ｂ◎

エルフィンパーク内に福祉ショップ
を開設

・23年度から施行

Ｂ

Ａ Ａ

高齢者支援課

ふれあい温泉入浴助成事業

22.10

24.1
ａ◎

24.1
ｂ◎

Ａ Ｂ Ｂ

　パブコメの実施時期からショップの開設まで期間が短く、実
施時期周知ＰＲとも評価はＢとした。
　運営に関しては、市民の声を取り入れ、健全な運営が図れ
るよう努力して欲しい。
　パブコメ以外に検討委員会の委員に持参説明しただけで
あり、しかも結果の公表もないことから、市民参加手続きとし
ては改善すべき点があり評価はＢとした。

22.12 Ｂ Ｂ

65歳以上の高齢者を対象に実施
している温泉入浴助成事業の見
直し

・23年度から施行

第５期介護保険事業計画策定

22.12

Ａ Ａ

　特になし

21.5
◎

21.5
～

21.7
３回
◎

23.5～
5回
○

Ａ

　特になし

24.1
○

Ａ Ａ

第５期（H24～26）介護保険事業
計画の策定

児童家庭課

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

22.1
ａ◎

22.1
ｂ◎

23.12
◎

12回
ｂ◎

4回
◎

健康推進課

23.6
ａ◎

23.6
ｂ◎

※ 本年度の政策・施策・事業項目と同じものは○印、
別のものは◎印とした。　abcについては施策を示して
いる。

24.1
ａ◎

24.1
ｂ◎

23.5
ｂ◎
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平成22年度市民参加手続評価シート 平成23年7月14日現在

政策・施策・事業名

（概要、実施時期・期間）

（第5条該当項目）

評価（ＡＢＣ）

評価コメント

H21・23年度実施状況
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（第5条第1項第8号）

（第5条第1項第8号）

（第5条第1項第1号）

建
設
部

庶務課

北広島市東の里地区遊水地利活
用計画の策定

22.12

22.11
～

22.12
３回

・国が整備する東の里遊水地の
完成後の利活用方法に関する計
画の策定

・２３年度までに国へ提出

都市整備課

街区公園整備事業

22.11
23. 2

- Ａ

　長期の計画ではあるが、計画の進行に合わせて適切な市
民参加手続きをとるように努めること。
　反映・効果は、現時点では評価対象とせず（バー）とした。

Ａ Ａ Ｂ Ａ

・（仮称）大曲幸西公園の整備
　　（さいわい公園

・23年度施工

土木事務所

雪対策基本計画の策定

Ａ Ａ

　評価はＡとしたが、ワークショップの周知方法が町内会回
覧のみである。全市的な周知も必要であり、周知方法と結果
の公表に工夫が必要である。

21.11
22. 2
◎

Ａ Ａ Ａ Ａ

・住民との協働による雪対策の総
合的な計画の策定

・24年度中に作成

建築課

Ａ Ａ

　市としては初めての雪対策基本計画であり、審議会での活
発な議論を望む。また、アンケート、審議会だけでなく、日頃
市民から寄せられる意見を計画に反映させる手法も取り入
れること。

21.7
◎

23.5
○

22.9
Ａ Ａ Ａ Ａ

※ 本年度の政策・施策・事業項目と同じものは○印、
別のものは◎印とした。　abcについては施策を示して
いる。

21.9
ａ◎

21.9
ｂ◎

21.10
ｃ◎

1回
ａ◎
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平成22年度市民参加手続評価シート 平成23年7月14日現在

政策・施策・事業名

（概要、実施時期・期間）

（第5条該当項目）

評価（ＡＢＣ）

評価コメント

H21・23年度実施状況

パ
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市
民
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明
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合

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

審
議
会
等

市
民
説
明
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そ
の
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実
施
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知
P
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施
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用

反
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市民参加方法
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ア
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ワ
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（第5条第1項第1号）

（第5条第1項第1号）

経
済
部

商業労働課

商工業基本計画の策定

22.5
～

22.9
４回

22.8 22.9
～

22.10
４回

22.1
○

・北広島市商工業基本条例に基
づく基本計画の策定

・H23.3策定

水
道
部

業務課

水道ビジョン策定

Ａ - Ｂ

・21世紀中ごろまでを見通した財
政計画・施設整備計画・災害対策
などからなる長期的な地域水道ビ
ジョンの策定

・23年度中に策定

Ａ Ａ Ａ Ａ

下水道課

　パブコメの意見が0件で、審議会、ワークショップの結果が
公表されていないことから、市民参加手続きとしては、適切
とは言い難い。
　これからでもいいので、審議会、ワークショップの結果を公
表すべきであり、反映・効果は評価できないとして（バー）とし
た。
　市民参加条例の理念に沿った内容とは言えず、総合評価
はＢとした。

Ａ Ｃ Ｂ

　特になし

22.8
～

23.1
８回

22.9

Ａ Ａ 23.10
○

23.5
○

教
育
部

社会教育課

23.12
◎

23.10
◎

学校教育課
(H21体育課事業）

21.11
ａ◎

21.11
ｂ◎

1回
ａ◎

文化課
（H21は生涯学習

指導班事業）

21.11
◎

1回
◎

※ 本年度の政策・施策・事業項目と同じものは○印、
別のものは◎印とした。　abcについては施策を示して
いる。

23.8
ａ◎

23.12
ｂ◎

21.11
◎

23.6
ａ◎

24.2
ｂ◎

23.5
ｂ◎
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